
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

流
離
譚
（
新
潮
連
載 

昭
和
五
十
五
年
十
一
月
号
第
四
十
八
回
～
第
五
十
五
回
） 

新
潮
流
離
譚
第
四
十
八
回
の
書
出
し
は
、 

西
南
戦
役
が
西
郷
軍
の
敗
北
に
を
は
つ
て
、 

西
南
戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら
前
号
に
記
載
し
た
よ
う
に
、

正
徳
、
大
石
圓
は
松
山
の
牢
に
投
獄
さ
れ
、
正
徳
は
獄
死
に

近
い
形
で
死
去
し
ま
す
。
死
の
直
前
道
太
郎
が
正
徳
を
獄
に

訪
ね
て
い
き
ま
す
。
流
離
譚
に
は
西
南
戦
争
に
関
連
し
て
、 

『
西
南
事
変
に
於
け
る
立
志
社
動
静
報
告
』
と
い
ふ
政
府

の
ス
パ
イ
探
問
書
に
は
、
『
西
南
事
変
に
於
け
る
立
志
社
動



静
報
告
』
と
い
ふ
政
府
の
ス
パ
イ
探
問
書
に
は
、
板
垣
に
随

従
す
る
者
は
、
今
般
同
行
せ
し
中
彦
太
、
秋
沢
清
吉
、
古
沢

迂
郎
、
安
岡
道
太
郎
、
四
名
の
み
。 

こ
の
動
静
報
告
書
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
査
す
る
と
著

者
は
松
岡
守
信
・
荘
村
省
三
で
明
治
十
年
発
行
と
な
っ
て
い

る
。
松
山
の
獄
に
行
っ
た
の
は
こ
の
後
で
、
こ
の
探
索
の
結

果
を
何
か
話
し
た
の
だ
ろ
う
か
。 

こ
の
探
索
に
絡
ん
で
か
文
助
の
系
圖
に
つ
い
て
次
の
記
載

が
あ
る
。 

「
道
之
助
、
明
治
三
年
三
月
七
日
、
東
京
へ
探
索
の
た
め
」



出
船
」
・
・
こ
の
系
図
が
お
下
の
家
に
残
つ
て
ゐ
た
と
こ
ろ

を
み
れ
ば
、
お
そ
ら
く
文
助
は
そ
の
頃
お
西
の
家
を
引
き
払

つ
て
、
高
知
市
内
に
へ
移
住
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。 

文
輔
が
お
西
を
引
き
払
っ
た
の
は
、
四
坊
山
に
妻
の
墓

（
文
輔
妻
）
、
嘉
助
の
墓
、
馬
子
（
嘉
助
の
娘 

明
治
三
年

死
去
）
、
覺
之
助
の
墓
を
作
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
嘉
助
と
覚

之
助
の
墓
に
は
、
明
治
三
年
以
降
に
出
さ
れ
た
、
太
政
官
布

告
「
在
官
之
輩
名
称
之
儀
是
迄
苗
字
官
相
署
シ
来
候
処
自
今

官
苗
字
実
名
相
署
シ
可
申
事
」
な
ど
に
違
反
す
る
氏
、
諱
な

ど
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
墓
は
自
分
達
が
埋
葬
す
る 



覚
之
助
の
墓
標 

安
岡
覺
之
助
平
正
義 

 
 
 
 
 

 
 

氏 

諱 

 



   

写真奥から 

文輔妻 

嘉助 馬子  

覚之助の墓 

＊文輔妻の左、嘉助の右側、覚之助

の左側は妻の墓用にスペースがあ

る。 



ま
た
、
系
圖
、
日
記
な
ど
は
明
治
に
入
っ
て
も
文
輔
は
手

元
に
置
き
、
文
輔
死
去
後
、
嘉
助
嫁
か
ら
公
文
家
で
保
管
さ

れ
近
年
、
お
下
で
お
預
り
し
て
い
ま
す
。 

 

第
四
十
九
回
の
書
出
し
は
、 

政
府
は
明
治
十
一
年
、
太
政
官
令
に
よ
つ
て
、
集
会
の
場

所
に
警
官
を
臨
席
さ
せ
る
こ
と
同
十
三
年
に
は
さ
ら
に
政
治

結
社
や
集
会
を
届
け
出
制
と
し
て
、
政
治
結
社
の
連
絡
や
屋

外
集
会
な
ど
を
禁
止
す
る
集
会
条
例
を
出
し
た
。 

流
離
譚
で
は
言
論
弾
圧
、
新
聞
の
葬
式
の
話
が
書
か
れ
て



い
る
。
連
続
ド
ラ
マ
「
ら
ん
ま
ん
」
で
演
説
会
に
い
た
牧
野

が
臨
席
し
た
警
官
に
捕
縛
さ
れ
る
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
太
政
官
令
に
基
づ
く
場
面
な
の
だ
ろ
う
。 

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
ん
な
新
聞
の
葬
式
な
ど
、
い
つ
た
い

誰
が
考
へ
つ
い
た
も
の
だ
ら
う
。
当
時
の
高
知
新
聞
社
の
主

だ
つ
た
顔
ぶ
れ
は
、
次
の
や
う
に
な
つ
て
ゐ
る
。 

給
料 

役
職 

氏
名 

無
給 

社
主 

深
尾
重
行 

・
・ 

三
十
円 

雑
報
雑
録 

坂
崎
紫
蘭 



・
・ 

十
五
円 

雑
報 

安
岡
道
太
郎 

と
あ
り
安
岡
道
太
郎
は
坂
崎
紫
蘭
の
部
下
の
位
置
に
い
る
。 

「
山
内
家
史
料 

幕
末
維
新 

第
六
編
」
に
討
幕
攘
夷
の

議
論
で
容
堂
の
怒
り
を
受
け
、
小
笠
原
唯
八
が
「
・
・
早
追

を
以
つ
て
國
許
へ
差
返
さ
る
る
旨
・
・
」
と
あ
り
ま
す
。
こ

の
時
安
岡
権
馬
、
秋
沢
源
九
郎
も
高
知
に
帰
さ
れ
ま
す
。
こ

の
時
の
模
様
を
権
馬
は
京
行
雑
記
に
書
き
残
し
て
い
ま
す
。 

前
述
の
山
内
家
史
料
に
「
天
驚
海
立 
豪
骨
」
か
ら
の
引

用
と
し
て
そ
の
京
都
か
ら
の
帰
国
状
況
が
記
載
さ
れ
て
い
ま



す
。
そ
れ
は
「
小
笠
原
傳
」
と
し
て
、
坂
崎
紫
蘭
が
土
陽
新

聞
に
明
治
二
十
六
年
に
掲
載
し
た
も
の
で
す
。 

京
都
で
の
生
活
、
京
都
か
ら
の
早
追
の
様
子
、
尼
ヶ
埼
を

行
く
場
面
に 

難
波
津
の
あ
し
の
下
葉
に
身
忍
び 

た
た
く
水
鶏
の
姿
ぞ
や
さ
し
き 

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
京
行
雑
記
に
同
じ
で
す
。 

「
京
行
雑
記
」
は
隠
さ
れ
る
よ
う
に
置
か
れ
て
い
た
の
で

流
離
譚
を
書
き
始
め
た
頃
、
章
太
郎
の
手
元
に
な
く
流
離
譚

の
参
考
史
料
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。 



正
徳
の
書
い
た
資
料

は
明
治
維
新
の
頃
、
お

下
に
運
び
込
ま
れ
て
い

た
よ
う
で
す
。
こ
の
作

業
は
正
風
が
手
助
け
し

た
の
で
し
ょ
う
。 

こ
の
引
用
を
次
の
よ

う
な
経
緯
が
あ
っ
た
と

推
測
し
ま
す
。
紫
蘭
が

小
笠
原
傳
を
書
く
に
当



た
っ
て
、
道
太
郎
に
早
追
時
期
の
資
料
が
な
い
か
相
談
を
受

け
、
正
徳
を
松
山
に
訪
ね
、
京
行
雑
記
の
こ
と
を
聞
き
閲
覧

の
許
可
を
得
て
、
正
風
が
出
し
て
見
せ
、
そ
れ
を
道
太
郎
が

写
し
て
紫
蘭
に
渡
し
た
の
で
は
な
い
か
。
大
分
時
間
を
経
っ

た
明
治
二
十
六
年
小
笠
原
唯
八
傳
と
し
て
新
聞
に
発
表
し
た

と
推
測
し
て
い
ま
す
。 

 

第
五
十
回
の
書
出
し
は
、 

安
岡
乕
二
郎
は
、
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
本
家
の
覚
之

助
の
次
男
に
生
ま
れ
た
が
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
三
月



二
十
四
日
、
お
下
家
の
養
子
と
な
つ
て
・
・ 

乕
二
郎
（
正
風
）
の
女
遊
び
、
借
金
な
ど
問
題
点
が
フ
サ

の
記
録
か
ら
流
離
譚
に
は
羅
列
さ
れ
て
い
る
。
が
、
残
さ
れ

て
い
る
資
料
を
見
る
と
明
治
初
め
、
十
六
歳
、
十
七
歳
の
頃

は
農
業
経
営
、
勉
学
の
記
録
が
あ
る
の
で
、
フ
サ
の
記
憶
違

い
と
思
わ
れ
る
。
第
五
十
回
は
流
離
譚
の
記
載
に
沿
っ
て
な

い
が
、
正
風
に
つ
い
て
色
々
記
載
す
る
。 

文
助
日
記
に
安
政
六
巳
未
六
月
廿
四
日
孫
虎
次
郎
出
生
と

あ
る
。
名
を
正
風
に
変
え
た
の
は
、
権
馬
が
正
徳
に
変
え
た

明
治
三
年
頃
と
思
わ
れ
る
。 



正
風
は
正
徳
の
思
想
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
。
時

期
的
に
富
永
有
隣
と
も
会
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
正
徳

が
松
山
の
獄
に
捕
ら
わ
れ
た
時
に
は
面
会
に
行
き
、
正
徳
か

ら
渡
さ
れ
た
手
紙
に
は
、
勉
学
に
励
め
と
か
父
親
の
よ
う
な

言
葉
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
捕
縛
が
解
か
れ
た
後
、
宿
で
書

か
れ
た
と
思
わ
れ
る
「
余
下
獄
九
閲
月
憤
懣
・
・
」
の
書
き

出
し
の
文
が
残
っ
て
い
る
。
内
容
、
字
が
整
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
正
徳
の
口
述
を
正
風
が
筆
記
を
し
た
の
で
は
な
い
か
。 

正
風
は
正
徳
の
死
に
立
ち
会
い
、
遺
体
も
し
く
は
遺
骨
を

山
北
に
持
ち
帰
っ
た
の
で
し
ょ
う
。 

 



一
筆
啓
上
以
多
し
候
先
以
□
□

二
相
来
候
處
其
御
地
祖
母
□
一
同

無
事
ニ
消
光
被
為
来
し
御
事
以
□

之
通
尓
御
座
候
□
□
拷
義
満 

上
無
息
去
廿
二
日
当
年
者
□
□

存
之
双
痛
も
無
之
□
堅
固
ニ
罷
有

候
間
少
も
□
争
遣
被
成
間
敷
祖
母

江
も
右
之
段
御
伝
聲
ヲ
頼
候
何
分

貴
□
義
申
迄
も
無
之
候
得
共
兼
而

之
通
學
問
勉
強
厚
可
被
為
尓
御
座

候
且
て
当
地
之
抱
様
申
通
遍
具
候

得
共
先
不
取
散
当
□
之
御
左
右
申

上
度
早
々
如
比
御
座
候 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

救
國 

 
 
 
 
 
 
 
 

安
岡
正
徳 

 
 

安
岡
正
風
殿 



 

余
下
獄
九
閲
月
憤
懣
・
・ 



正
徳
の
息
子
虎
一
郎
の
後
見
人
と
な
り
、
世
話
を
し
た
。

が
、
プ
ツ
ン
と
世
話
を
止
め
、
フ
サ
と
離
縁
し
、
二
十
六
歳

の
頃
か
ら
フ
サ
の
言
う
女
遊
び
、
歌
と
の
結
婚
、
離
婚
な
ど

が
あ
っ
た
。 

人
生
後
半
は
日
本
精
糖
に
勤
め
日
本
精
糖
が
台
湾
に
工
場

設
置
の
頃
台
湾
に
渡
り
、
そ
の
後
台
湾
に
留
ま
り
、
大
正
七

年
享
年
六
十
歳
で
死
去
。
遺
骨
は
福
島
の
本
家
に
送
ら
れ
る
。

会
社
に
届
け
た
本
籍
地
が
福
島
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
梁
川

の
墓
に
客
死
刻
ま
れ
て
い
る
。
色
々
あ
っ
た
こ
の
人
の
流
離

譚
を
聞
き
た
い
。 



梁
川
の
本
家
の
墓 

正
面
に
正
煕
・
万
喜
の
墓 

右
列
の
二
番
目
に 

左
の
正
風
の
墓
が
あ
る
。 

 



フ
サ
は
教
え
て
く
れ
る
人
が
い
な
か
っ
た
か
ら
か
、
漢
字 

 
 
 
 

漢
字
の
読
み
書
き
苦
手
で
あ
っ
た
。
正
風
が
居
な
く
な
り

又
彦
が
来
る
ま
で
の
八
年
間
、
お
下
の
家
を
支
え
耐
え
た
フ

サ
の
力
は
感
心
し
ま
す
。 

 

第
五
十
一
回
の
書
出
し
は
、 

祖
父
又
彦
の
手
帖
は
三
冊
あ
つ
て
、
・
・ 

そ
の
中
で
明
治
二
十
五
年
に
「
我
ガ
養
父
恒
之
進
墓
碣
、

毀
損
ノ
報
ア
リ
」
と
あ
り
ま
す
。
四
坊
山
の
墓
石
も
、
大
阪

墓
石
は
経
年
劣
化
の
痛
み
は
あ
り
ま
す
が
、
壊
さ
れ
た
形
跡



は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
由
党
、
国
民
派
、
官
憲
の
暴
力
沙
汰
が

書
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に 

・
・
山
北
村
の
お
下
の
家
の
木
小
屋
に
も
、
大
砲
の
台
座

と
称
す
る
頑
丈
な
木
枠
が
残
っ
て
ゐ
た
。
」
・
・
「
門
前
に
地

雷
火
を
埋
め
、
ま
た
大
砲
持
ち
出
し
て
敵
を
追
ひ
払
ふ
こ
と

に
・
・
又
彦
が
作
ら
せ
た
も
の
で
も
あ
つ
た
ら
う
か
。 

こ
の
台
座
を
自
分
は
米
蔵
に
西
側
に
投
げ
込
ま
れ
て
い
た
の

を
見
付
け
た
。
木
砲
の
専
門
家
に
見
て
貰
い
、
砲
台
座
と
言

わ
れ
て
い
る
の
で
同
じ
物
だ
ろ
う
。
木
小
屋
と
は
絵
図
で
道

具
蔵
の
北
側
に
描
か
れ
て
い
る
「
古
物 
木
納
屋
」
か
。
こ



の
木
納
屋
が
い
つ
ま
で
あ
っ
た
の
か
不
明
で
す
が
、
家
に
砲

台
座
の
言
い
伝
え
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
又
彦
が
作
ら
せ
て

と
あ
る
が
、
恒
之
進
の
作
と
思
う
。 

流
離
譚
に
又
彦
の
手
帖
を
引
用
し
た
次
の
記
載
が
あ
る
。 

・
・
三
月
十
一
日
出
帆
ノ
汽
船
高
知
丸
ニ
搭
ジ
、
浦
戸
港

出
帆
。
船
中
、
別
ニ
記
ス
ル
事
ナ
シ
。 

と
し
て
、
以
後
、
神
戸
、
大
阪
，
奈
良
、
伊
賀
上
野
か
ら

東
京
を
ま
は
つ
て
、
遠
く
仙
台
、
松
島
ま
で
遊
覧
・
・
同
行

者
に
も
明
治
二
十
三
年
の
と
き
の
・
・
自
由
党
関
係
者
の
名

前
は
な
い
し
、
・
・
政
治
家
た
ち
と
の
邂
逅
や
訪
問
の
記
述



も
、
「
植
木
枝
盛
君
ノ
葬
式
」
と
い
ふ
一
行
を
除
い

て
、
ま
っ
た
く
出
て
こ
な
い
。・
・ 

明
治
二
十
三
年
以
降
、
又
彦
が
政
治
運
動
か
ら

冷
め
て
い
た
と
、
流
離
譚
は
書
い
て
い
る
。
同
じ

頃
書
か
れ
た
下
の
書
に
次
の
添
書
き
が
あ
り
ま

す
。 明

治
二
十
四
年
の
新
生
偶 

兎
毫
を
試
す 

窈
に
銭
梅
渓 

法
倣
古
隷
の
意
を
作
る 

 

私
意
を
容
れ
ず
、
然
れ
ど
も 



髣
髴
と
た
る
を
知
ら
ず 

 
其
れ
万
一 

否
益
々
其
の 

及
ば
ざ
る
所
却
妙
味
有
り 

一
咲 

一
咲 
聴
濤
堂
主
人
観
以
如
何
為 

藜
蕐
居
士 

日
尚 

 

聴
濤
堂
へ
藜
蕐
居
士
か
ら
送
ら
れ
て
い
る
。
聴
濤
堂
は

胡
鐵
梅
か
ら
明
治
二
十
年
に
又
彦
に
送
ら
れ
、
又
彦
は
こ
れ

を
気
に
入
り
自
分
の
号
で
使
用
し
て
い
る
。
送
っ
た
藜
蕐
居

士
は
誰
か
。
こ
の
書
は
治
二
十
四
年
に
兄
・
別
役
儁
（
春
田
）

か
ら
弟
・
又
彦
に
送
っ
た
と
推
測
し
ま
す
。
こ
の
書
は
次
の



七
言
絶
句
を
参
考
し
、
作
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

綠
樹
重
陰
蓋
四
鄰 

り
ょ
く
じ
ゅ
ち
ょ
う
い
ん
し
り
ん
を
お
お
う 

青
苔
日
厚
自
無
塵 

せ
い
た
い
ひ
に
あ
つ
う
し
て
お
の
ず
か
ら
ち
り
な
し 

科
頭
箕
踞
長
松
下 

か
と
う
に
し
て
き
き
ょ
す
ち
ょ
う
し
ょ
う
の
も
と 

白
眼
看
他
世
上
人 
は
く
が
ん
も
て
み
る 

た
の
せ
じ
ょ
う
の
ひ
と 

（
岩
波
文
庫
『
唐
詩
選 
下
』
よ
り
訳
を
抜
粋
） 

緑
に
茂
る
木
は
深
い
蔭
を
作
り
、
四
方
を
お
お
っ
て
入
る
。

青
い
苔
は
日
ご
と
に
厚
み
を
増
す
の
で
、
地
上
に
は
塵
一
つ

無
い
。
君
は
高
い
松
の
木
の
下
で
、
頭
は
む
き
出
し
、
大
あ

ぐ
ら
を
か
き
な
が
ら
世
間
の
俗
人
ど
も
を
、
白
い
眼
で
に
ら



ん
で
い
る
。
五
言
目
の
「
自
」
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
の
だ

ろ
う
か
。 

兄
は
何
を
弟
に
言
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。 

 

第
五
十
二
回
の
書
出
し
は
、 

午
檠
安
岡
正
象
が
明
治
二
十
四
、
五
年
の
頃
に
会
津
若
松

へ
、 五

十
二
回
は
福
島
事
件
を
ベ
ー
ス
に
そ
の
頃
の
状
況
が
書

か
れ
て
い
ま
す
。
福
島
事
件
を
自
分
の
知
識
で
は
言
及
で
き

な
い
の
で
、
安
岡
正
象
明
治
二
十
四
、
五
年
頃
に
会
津
若
松



へ
出
向
い
た
の
は
何
の
た
め
。
を
別
観
点
か
ら
推
測
し
ま
す
。 

又
雄
（
正
象
）
は
元
治
元
年
六
月
誕
生
し
て
い
る
。
文
助

日
記
に
は
誕
生
に
つ
い
て
何
も
書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

頃
、
覚
之
助
は
自
宅
蟄
居
状
態
で
あ
り
、
知
ら
せ
る
こ
と
が

出
来
な
か
っ
た
の
か
。
又
雄
の
誕
生
と
同
時
に
、
覚
之
助
は

慶
應
元
年
六
月
山
田
の
獄
に
捕
ら
わ
れ
る
。
慶
應
三
年
九
月

獄
か
ら
解
放
さ
れ
る
が
、
山
北
に
戻
ら
ず
家
族
と
唐
人
町
に

住
居
、
体
調
を
整
え
慶
應
四
年
一
月
に
戊
辰
戦
争
に
参
戦
し

八
月
戦
死
す
る
。 

明
治
十
五
年
覚
之
助
長
男
平
太
郎
松
静
が
死
亡
、
本
家
に



は
又
雄
し
か
な
い
が
又
雄
は
明
治
十
五
年
道
太
郎
の
養
子
に

な
る
。
こ
の
時
、
既
に
正
煕
の
本
家
継
承
が
き
ま
っ
て
い
た

の
か
。
万
喜
は
明
治
二
十
四
年
福
島
梁
川
に
美
名
吉
の
婿
正

煕
に
伴
わ
れ
移
住
し
、
明
治
二
十
五
年
に
死
亡
、
万
喜
に
は

覺
之
助
の
間
に
四
人
の
息
子
は
、
長
男
平
太
郎
は
死
去
、
寅

次
郎
（
正
風
）
は
フ
サ
と
離
縁
し
山
北
を
離
れ
、
三
男
武
三

郎
は
早
世
、
母
を
見
舞
う
の
は
又
雄
だ
け
で
す
。 

 

第
五
十
三
回
の
書
出
し
に
も
、 

そ
れ
に
し
て
も
安
岡
正
象
が
会
津
へ
出
か
け
た
理
由
は
何



だ
ろ
う
。
明
治
二
十
四
年
十
二
月
十
七
日
づ
け
で
故
安
岡
嘉

助
に
従
四
位
が
贈
ら
れ 

贈
賞
は
正
象
か
ら
義
母
の
公
文
家

に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。 

 



明
治
四
十
二
年
、
岡
芝
の
売
却
の
た
め
房
が
対
応
し
た
こ

と
が
秀
彦
の
日
記
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。
屋
敷
の
売
却
か
土

地
の
売
却
か
、
商
談
内
容
及
び
結
果
は
不
明
で
す
。
現
在
、

先
祖
の
宮
が
あ
る
土
地
も
他
人
の
所
有
に
な
っ
て
い
ま
す
。

先
祖
の
宮
、
墓
、
崩
れ
そ
う
な
土
塀
、
現
在
も
使
わ
れ
て
い

る
石
積
の
井
戸
が
残
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
他
人
の
土
地
で

柑
橘
の
畑
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 



本
家
が
山
北
村
を
は
な

れ
て
い
つ
た
の
は
、
い
つ

頃
の
こ
と
か
。
だ
い
た
い

そ
れ
は
お
西
家
の
人
た
ち

が
高
知
市
内
へ
引
き
移
つ

た
の
と
前
後
し
て
、
明
治

十
年
代
と
の
中
頃
で
あ
ろ

う
と
い
ふ
。
と
書
か
れ
て

い
る
。
お
西
家
の
人
た
ち

が
移
っ
た
の
は
四
坊
山
に

安岡先祖の宮（右奥） 

中央岡芝に住み出した人の墓 



お
西
関
連
の
墓
を
作
り
終
わ
っ
た
明
治
三
年
頃
移
り
住
ん
だ

の
で
し
ょ
う
。
本
家
は
そ
の
前
、
慶
応
三
年
、
覺
之
助
が
獄

か
ら
解
放
さ
れ
、
現
在
の
高
知
市
の
唐
人
町
住
み
始
め
た
時

に
山
北
を
離
れ
て
い
ま
す
。
何
故
か
、
覺
之
助
の
長
男
平
太

郎
は
廿
代
に
住
ま
い
し
て
い
ま
し
た
。 

古
い
戸
籍
に
平
太
郎
の
娘
安
岡
美
名
吉
を
筆
頭
に
し
た
記

録
に
「
九
十
八
番
屋
敷
同
居
同
爨
（
＊
さ
ん 

か
ま
ど
） 

土
佐
郡
西
唐
人
町
五
十
一
番
屋
敷
ヨ
リ
二
十
一
年
二
月
八
日

同
居
」
と
あ
る
。
九
十
八
番
屋
敷
と
は
お
西
の
一
族
が
い
た

家
で
、
文
助
、
道
太
郎
も
死
去
し
家
が
空
き
、
福
島
に
移
る



準
備
も
あ
り
、
唐
人
町
か
ら
移
動
し
た
の
だ
ろ
う
。 

先
祖
祭
り
の
記
録
を
見
る
と
美
名
吉
の
名
で
明
治
二
十
四

年
か
ら
欠
席
、
道
太
郎
は
明
治
十
九
年
死
亡
し
て
い
る
が
、

道
太
郎
の
名
で
明
治
二
十
四
年
か
ら
欠
席
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
西
に
養
子
と
な
っ
た
正
象
が
い
ま
し
た
が
、
引
き
継
い
で

い
ま
せ
ん
。 

フ
サ
と
離
縁
し
た
正
風
も
明
治
十
六
年
に
唐
人
町
の
家
を

利
用
し
て
い
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。 

美
名
吉
が
結
婚
し
て
福
島
の
梁
川
に
移
っ
た
わ
け
を
流
離

譚
に
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。 



「
・
・
梁
川
と
い
ふ
町
が
あ
る
。
そ
こ
は
養
蚕
が
さ
か
ん

で
、
繭
と
り
の
・
・
女
工
で
眼
病
に
な
る
者
が
大
勢
ゐ
る
。

だ
か
ら
梁
川
で
眼
科
医
を
や
れ
ば
、
き
つ
と
繫
盛
す
る
し
、

感
謝
さ
れ
る
」 

高
知
で
眼
科
医
の
開
業
の
可
能
性
は
な
い
か
、
次
の
記
録

が
あ
る
。 

高
知
で
最
初
に
眼
科
医
を
開
業
し
た
の
は
町
田
旦
龍
で
明
治
二
十

年
頃
で
あ
る
。
そ
の
町
田
の
経
歴
は
次
の
通
り
で
す
。 

高
知
で
眼
科
医
開
業
初
代
院
長
町
田
旦
龍
が
帯
屋
町
に
町
田
病
院

開
院
。
現
存
す
る
高
知
県
の
病
院
の
な
か
で
最
も
古
い
歴
史
を
持
つ
。 

初
代
院
長
町
田
旦
龍 

は
安
政
五
年
十
二
月
二
十
六
日 

日
高
郡
能
津

村
（
日
高
村
）
で
生
ま
れ
る
。
十
九
歳
で
医
術
開
業
試
験
に
合
格
し

た
後
、
上
京
し
眼
科
を
専
門
に
研
究
し
た
。
二
十
三
歳
で
帰
郷
し
、



町
田
眼
科
を
開
業
し
た
。
当
時
は
高
知
に
眼
科
専
門
医
は
居
な
く
、

新
医
療
器
具
設
備
や
手
術
の
実
績
が
評
判
と
な
っ
た
。 

ま
た
政
治
業
界
に
も
感
心
を
持
ち
、
市
議
会
議
員
、
県
会
議
員
、

衆
議
院
議
員
と
務
め
そ
の
後
は
新
聞
業
界
で
土
陽
新
聞
の
社
長
を
務

め
る
。 

晩
年
は
精
神
病
患
者
の
た
め
の
施
設
「
精
華
園
」
（
現
：
海
辺
の
杜

ホ
ス
ピ
タ
ル
）
を
高
知
市
長
浜
に
設
立
。
高
知
の
医
療
業
界
、
政
治

業
界
に
大
き
く
貢
献
し
た
。 
 

昭
和
二
十
六
年
五
月
十
日 

没 

町
田
旦
龍
氏
の
経
歴
を
見
る
と
、
高
知
で
も
眼
科
医
は
充

分
営
業
で
き
た
と
思
う
。
遠
い
福
島
ま
で
行
っ
た
の
は
別
の

理
由
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

 



＊
精
華
園
は
小
説
「
海
辺
の

光
景
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た

病
院
で
あ
る
。 

 

五
十
四
回
の
書
出
し
は
、 

福
島
県
伊
達
郡
梁
川
町
字

元
陣
弐
番
地
と
い
ふ
の
が
、

本
家
人
た
ち
の
新
し
い
移
転

先
で
あ
つ
た
。
元
陣
内
の
町

名
は
そ
こ
が
代
官
所
の
敷
地

海辺の光景の海 2016年撮影 



跡
だ
か
ら
で
・
・
安

岡
正
煕
の
医
院
兼
住

居
で
あ
つ
た
。 

平
成
二
十
年
そ
の

場
所
を
訪
ね
た
。
立

派
な
構
え
の
家
で
あ

り
、
正
煕
中
心
の
墓

が
残
っ
て
い
る
。
そ

の
廻
り
を
囲
む
よ
う

に
高
知
か
ら
の
女
子

梁川の家 2008年撮影 



の
墓
が
あ
る
。
板
垣
が
覺
之
助
の
妻
万
喜
を
訪
問
し
た
記
録

に
あ
る
。 

・
・
板
垣
の
梁
川
来
訪
は
ま
た
つ
く
突
然
の
こ
と
で
あ
つ

た
ら
し
く
、
・
・
「
板
垣
さ
ん
が
梁
川
に
立
ち
寄
つ
た
の
は
、

何
よ
り
も
覚
之
助
の
未
亡
人
さ
ん
を
気
遣
つ
た
た
め
で
、
ほ

か
の
こ
と
で
は
な
か
つ
た
」・
・ 

と
こ
ろ
で
そ
の
万
喜
も
板
垣
が
梁
川
を
お
と
ず
れ
た
翌
年
、

六
十
二
歳
で
病
死
し
、
安
岡
の
家
の
者
と
し
て
こ
の
土
地
で

最
初
に
葬
ら
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。 

万
喜
に
続
い
て
正
煕
の
嫁
美
名
吉
も
亡
く
な
り
、
後
妻
に



高
知
の
島
村
の
家
か
ら
嫁
を
貰
う
。
流
離
譚
一
回
の
章
太
郎

の
家
を
訪
れ
る
の
が
正
煕
の
後
妻
の
息
子
（
次
男
）
正
光
で
、 

同
行
し
た
の
が
こ
の
島
村
の
甥
で
あ
ろ
う
。
美
名
吉
が
亡
く

な
り
、
美
名
吉
の
母
真
寿
は
高
知
に
戻
り
ま
す
。
そ
の
理
由

を
流
離
譚
は
色
々
推
測
し
て
い
ま
す
が
、
母
真
寿
は
先
祖
祭

の
こ
と
で
も
前
面
に
出
ず
、
娘
美
名
吉
に
任
せ
て
い
ま
し
た
。

義
母
、
娘
が
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
場
面
を
流
離
譚
は
次
の
よ

う
に
書
い
て
い
る
。 

・
・
大
を
ば
さ
ん(*

嘉
助
の
妻)

、
小
を
ば
さ
ん(*

道
太
郎

の
妻)

が
先
づ
入
信
し
の
か
も
し
れ
な
い
。
・
・
美
名
吉
が
梁



川
の
家
で
息
を
引
き
と
る
間
際
ま
で
讃
美
歌
を
口
ず
さ
み
、

真
寿
が
そ
の
あ
と
を
つ
け
て
唱
和
し
た
の
は
、
・
・
そ
の
讃

美
歌
の
、 

亡
ぶ
る
こ
の
世 

く
ち
ゆ
く
我
が
身 

何
を
か
た
の
ま
ん
・
・
・
・ 

と
い
ふ
言
葉
は
、
と
く
に
臨
終
の
床
に
あ
る
人
の
口
か

ら
・
・ 

の
讃
美
歌
を
何
故
選
ん
だ
か
、
実
際
に
あ
る
讃
美
歌
か
否

か
。
あ
る
方
に
訊
く
と 



歌
詞
は
少
し
変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
讃
美
歌
５
３
８
番

で
間
違
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
歌
の
１
番
は
「
過
ぎ
ゆ
く

こ
の
世 
朽
ち
ゆ
く
わ
が
身 

何
を
か
た
の
ま
ん 

十
字
架
に

す
が
る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

出
だ
し
の
「
亡
ぶ
る
こ
の
世
」
が
「
過
ぎ
ゆ
く
こ
の
世
」
に

変
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
昭
和
29
年
の
発
行
の
讃
美
歌
で

す
の
で
、
そ
の
時
に
変
わ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

作
詞 

作
曲
は

1
8
6
9-1870

年
と
あ
り
ま
す
の
で
、
明
治
の

は
じ
め
に
宣
教
師
が
伝
え
た
新
し
い
讃
美
歌
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
高
知
で
入
信
し
皆
で
新
し
い
讃
美
歌
を
覚
え
た
と
し
て
、



こ
の
讃
美
歌
を
章
太
郎
は
流
離
譚
で
流
し
た
の
だ
ろ
う
。 

秀
彦
も
キ
リ
ス
ト
教
に
興
味
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
購
入
し
た

レ
コ
ー
ド
に
次
の
讃
美
歌
が
あ
り
ま
す
。 

き
よ
き
岸
邊 
第
五
百
六
十
五
番 

東
京
聖
歌
隊 

血
し
ほ
し
た
た
る 
第
百
二
十
五
番 

東
京
聖
歌
隊 

前
の
歌
は 

き
よ
き
岸
辺
に 

や
が
て
着
き
て 

 

天
つ
御
国
に 

つ
い
に
昇
ら
ん 

そ
の
日
数
え
て 

玉
の
御
門
に 

友
も
親
族(

う
か
ら)

も  



わ
れ
を
待
つ
ら
ん
や
が
て
会
い
な
ん  

愛(
め)

で
に
し
者
と 

 

や
が
て
会
い
な
ん  

後
半
の
歌
は 

「
血
し
お
し
た
た
る
」
（
ち
し
お
し
た
た
る
、
独
語:O 

Haupt
 

v
o
l
l
 
B
l
u
t
 
u
n
d
 
W
u
n
den
（
お
お
、
血
と
涙
に
ま
み
れ
た
御
頭

よ
！
）
）
は
ド
イ
ツ
の
讃
美
歌
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
受
難
の

讃
美
歌
で
あ
り
、
英
米
で
も
知
ら
れ
、
受
難
週
や
聖
餐
式
、
特

に
受
難
日
（
聖
金
曜
日
）
の
讃
美
歌
で
あ
る
。 



秀
彦
は
古
い
主
屋
で
こ
れ
を
聴
い
て
ど
ん
な
思
い
を
し
た
の

だ
ろ
う
か
。
ど
ん
な
思
い
で
こ
の
レ
コ
ー
ド
を
購
入
し
聴
い
た

の
だ
ろ
う
か
。 



道
具
蔵
の
裏
を
解
体
前
に
掘
っ
て
い
た
ら
天
使
像
が
出
て
来

た
。
誰
が
何
故
埋
め
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

第
五
十
五
回
の
書
出
し
は
、 

山
北
四
坊
山
の
墓
地
に
、
安
岡
文
助
妻
の
墓
が
あ
る
が
文

助
そ
の
人
の
墓
石
が
見
当
た
ら
な
い
・
・ 

伯
父
た
ち
小
高
坂
山
を
探
索
し
文
助
の
墓
を
見
付
け
た
。

参
拝
に
行
っ
た
が
周
囲
の
墓
は
草
に
埋
も
れ
て
い
た
。
四
坊

山
の
広
々
と
し
た
墓
地
に
比
べ
る
と
狭
く
、
ど
こ
に
骨
を
埋

葬
し
た
の
か
。
も
し
か
し
て
散
骨
し
た
ん
だ
ろ
う
か
。
狭
い



場
所
に 

道
太
郎
の
墓
か
ら
、
右
に
順
に 

安
岡
道
太
郎 

妻
・
・ 

安
岡
正
象
・
・ 

公
文
郁
・
・ 

公
文
梶
・
・ 

と
、
い
づ
れ
も
小
さ
い
墓
が

四
基
、
・
・
そ
の
一
番
端
に
、
中

途
か
ら
上
が
欠
け
て
「
嘉
助

妻
」
と
し
か
読
め
な
い
墓
が
危



げ
に
立
つ
て
ゐ
る
。
・
・
そ
の
墓
石
は
四
つ
五
つ
に
割
れ
て

下
の
段
に
散
ら
ば
つ
て
ゐ
た
の
を
、
従
兄
の
細
君
が
拾
ひ
集

め
て
、
何
か
と
ま
と
め
上
げ
た
も
の
だ

と
い
ふ
。
・
・
離
れ
た
場
所
に
小
さ
い

墓
石
が
集
ま
っ
て
い
る
。 

安
岡
真
寿
・
・ 

安
岡
松
静
・
・ 

安
岡
文
輔
・
・ 

安
岡
富
士
・
・ 

安
岡
有
子
・
・
・ 



 
植
木
枝
盛
の
大
き
な
自
然
石
の
墓
が
下
の
広
場
に
ポ
ツ
ン

と
立
っ
て
居
る
。
小
さ
く
、
崩
れ
そ
う
な
墓
石
で
も
一
族
で

集
っ
た
方
が
い
い
か
な
、
ど
う
か
な
。 

文
輔
は
四
坊
山
に
皆
を
ま
と
め
て
埋
葬
す
る
こ
と
を
計
画

し
て
い
た
。
明
治
十
四
年
文
輔
歿
、
そ
の
頃
山
北
の
お
上
は

正
徳
の
死
、
お
下
は
又
彦
が
養
子
に
来
る
前
で
主
不
在
の
よ

う
な
状
態
、
遺
骨
の
持
込
み
を
遠
慮
し
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

流
離
譚
の
最
後
に
安
岡
正
煕
か
ら
秀
彦
へ
送
ら
れ
て
き
た 

 
 

兩
烈
士
覺
之
助
・
嘉
助
の
碑 

建
設
の
感
謝
の
手
紙
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 



 



贈
賞
の
位
順
か
、
右
か
ら
弟
、
兄
の
順
に
並
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。 

正
煕
の
息
子
の
訪
問
で
流
離
譚
話
は
始
ま
り
、
回
っ
て
故

郷
に
戻
っ
て
来
て
い
ま
す
。 

 

流
離
譚
シ
リ
ー
ズ
は
こ
れ
で
終
わ
り
で
す
。 

 
 
 

令
和
五
年
九
月 


